
東日本大震災から４年後の現実：備忘録ないしは切り抜き帳(その16) 
 

[2015年6月6日(土)] 

○3.11からすでに４年が経過し，東日本大震災関連

の話題がめっきり少なくなってきた．仙台で多く

の方が心配しておられたのは「国連防災世界会議

が終わったら東日本大震災のことは忘れられて，

東北は中央から孤立してしまうのではないか」と

云うことであったが，決してそんなことがあって

はならない．しかし，東日本大震災や福島第一原

発事故の他にも次々と重大な問題が出現してきて，

一時も気を許せない状況が続いている． 

○6月3日付けの東京新聞社説が伝えようとしている 

のは，日本年金機構がコンピューターウイルスに 

攻撃され，年金加入者の個人情報約125万件が外部 

に流出した問題の重要性であった．同機構の危機 

管理の杜撰さは今に始まったことではなく，前身 

である社会保険庁の時代からの悪しき伝統でもあ 

るが，当の社説が危惧しているのは，流出した情 

報が悪質な勧誘ビジネスや詐欺事件に利用される 

と云う直接の心配に止まらない．それはいつの間 

にか政府によって粛々と進められようとしている 

“マイナンバー制度”への不安である．不人気で 

消滅したかに思われた“住基ネット”が，大多数 

の国民が知らぬ間に，形を変えて着々と準備され 

ていたとは非常に不気味なことではないか．もし， 

今回の年金情報流失事件が起こっていなか 

ったら，果たしてマスメディアは“マイナン 

バー制度”の危険性について，きちんと我々 

に伝えてくれただろうか． 

○斎藤美奈子氏は東京新聞“本音のコラム” 

の常連の一人で水曜日を担当されている． 

右のコラムは『事態』という一つの言葉を 

巧みに操って“安保関連法案”の愚を揶揄 

したもので，しかも，大変わかりやすい．  

まさに文芸評論家の面目躍如と云ったとこ 

ろではないだろうか．そう云えば，以前に 

読ませて頂いた同氏の『文章読本さん江』 

にも同種の気風を感じたことを思い出した． 

○6月6日付けの東京新聞１面“筆洗”では，同 

じく“安保関連法案”の愚を『自動販売機』 

 を用いて揶揄している．自動販 

売機が論理的でなくては困る  

のと同じように(あるいはそれ 

以上に)法律も論理的でなくて 

は困る．当然のことではないだ  

ろうか．右の文中には「条文を 

読んでも判断できない場合は 

解釈で明確にする必要がある」 

 とのことであるが，もちろん，  



 その“解釈”は明文化しておく必要があって，解釈が人によって(同じ内閣の首相と防衛大臣との間で)バラ 

バラであっては話にもならない． 

 

[2015年6月16日(火)] 

○“安保関連法案”を巡る実りのない国会審議の中で，大いに救われたのは憲法学者たちの“これらの法案は 

 違憲”とする判断であった．それにも拘わらず安倍政権は“砂川判決”まで引き合いに出して安保関連法案 

 をゴリ押ししようとしている．最近になって『吉田敏浩・新原昭治・末浪靖司著：検証 法治国家崩壊 砂川  

 裁判と日米密約交渉(創元社「戦後再発見」双書，2014.7.)』が明らかにしているように，砂川判決は米国に 

 よる強引な圧力のもとで司法権を放棄せざるを得なかった屈辱的なものであり，そのような“負の歴史遺産” 

まで持ち出して苦し紛れの弁明をするようでは，いよいよ安倍政権も破綻を来したと云うことなのか． 

  右の東京新聞のコラム“筆洗” 

はこのような殺伐とした世の中 

における一腹の清涼飲料のよう 

に感じられた．わが家にも以前 

愛犬が居たので“イヌは飼い主 

に意地悪する人を嫌う”ことや 

“飼い主に非協力的な人間から 

は餌をもらわない”こと等には 

妙に合点がゆく．無理を承知で 

“砂川判決”に話を戻すと，“理不尽なことではあっても，権力者から強制されれば従わざるを得なかった(従 

ってしまった)”当時の最高裁長官は，イヌ以下であるなどと失礼なことを云うつもりはないが，職権を放棄 

したことにならないだろうか． 

 

[2015年6月21日(日)] 

○昨日，日本学術会議主催，日本地球惑星科学連合・ 

地理学連携機構後援による学術フォーラム『われ  

われはどこに住めばよいのか？～地図を作り，読 

み，災害から身を守る～』に参加させて頂いた． 

フォーラムの趣旨は「東日本大震災発災から４年 

余りが過ぎ，復興は未だ道半ばで，現代の科学技 

術を以てしてもこのような大災害をなくすことは 

できないが，せめて災害についてよく知ることに 

よって被害を軽減することはできないか．地形図 

や地質図，ハザードマップなどにはそのための情 

報が詰まっており，どんな地図情報があり，それ 

からどう災害リスクを読み取ればよいか，また， 

人々が自ら地図を作ったり活用したりして災害か 

ら身を守る社会を実現するにはどうしたらよいか 

を地球人間圏科学の視点から考えたい」と云うこ 

とであった．右にプログラムを示すように提供さ 

れた話題は多岐に亘っていたが，共通のキーワー 

ドは“ハザードマップ”であった．災害情報を市 

民に的確かつ判りやすく伝える上で，地図をうま 

く活用することは非常に重要なことで，異なる災 

害の様々な事例を見せて頂けたことは非常に良い 

経験であった．「地図と防災地図が未だ融合して 

いない」「防災地図に人間尺度の導入を」「防災 

地図は完成品ではない！」等々の指摘も非常に的 

を得たものであった．一つ思い当たるのは，東日 

本大震災の際の大川小学校周辺地域で，住民や小 



学校の教職員が津波の発生を知りながら適切な避難行動が取れなかった背景には，津波予測マップの存在が 

あたかも完成品のように受け取られたからではないかと云うことであった．しかしながら一方において，こ 

れは以前に地図情報システム(GIS)がブームとなった時にも感じたことであるが，地図上に何かを表現するこ 

と自体はあくまでも手段に過ぎないので，基本的には災害研究を深く掘り下げ，その成果を災害予防に活か 

す努力が根底になければならないのではなかろうか．最後のディスカッションは，フロアから質問票を回収 

し，各パネリストがそれに対する補足説明やコメントを加える形式で行われた．「ハザードやリスクと云う 

用語が人によって，専門分野によって，まちまちに用いられており，とりわけ多くの研究分野が共同で行う 

フォーラムの場合には用語の定義を明確にすべきではないか」との趣旨の質問票を提出したところ，登壇者 

から丁寧なコメントがあって恐縮した．なお，当日の配布資料はごく一部のみであったが，後日，日本学術 

会議のHPに掲載されるとのことであった． 

 

[2015年6月27日(土)] 

○重松清氏の『希望の地図 3.11から始まる物語(幻冬舎文庫,2015.2)』を読ませて頂いた．重松氏は少年向け 

の作品が多い作家であるが，この作品もフリーライター田村章と共に東京在住の中学生光司が主人公である． 

本の裏表紙に記載された“あらすじ”をそのまま転載させて頂くと「中学受験失敗から不登校になってしま 

った光司は，ライターの田村章に連れられ，(東日本大震災の)被災地を回る旅に出た．宮古，陸前高田，釜 

石，大船渡，仙台，石巻，気仙沼，南三陸，いわき，南相馬，飯館……．破壊された風景を目にし，絶望せ 

ずに前を向く人と出会った光司の心に徐々に変化が起こる――．被災地への徹底取材により紡がれた渾身の 

ドキュメントノベル」と云うことであるが，不登校になった光司の父親が大学時代の同級生だった田村に息 

子を引き合わせるところから始まる物語は，始まりからすでに感動的であった．出会い早々，田村は光司た 

ちを秋葉原の“写真救済プロジェクト”活動現場に連れて行く．それは富士フィルムがプロジェクトチーム 

を組んで，ボランティアの人たちと協力しながら，被災地で津波に呑まれて泥だらけになったアルバムの写 

真を洗浄して乾かし，写真から読み取れる情報と共に被災地に送り返す地道な作業であった．この最初の体 

験から，光司は次第に被災地のことが気になり始め，田村の取材旅行に同行することになるのであるが，光 

司を田村に託そうとする父親と，父親の思いをごく自然に受け止めようとする田村の信頼関係には素晴らし 

いものがある．取材旅行では何回にも分けて，様々な被災地を訪ねて回るが，津波災害から半年後の被災状 

況の凄まじさだけでなく，それぞれの地域で頑張っている人々と出会うことによって，光司は次第に津波災 

害の中に生きる人々の逞しさに自然にのめりこんでゆく．最後の取材旅行となった南三陸町での光司の述懐 

は特に印象的であった．「被災地を訪ねて，たくさんのことを知った．けれど，だからよかった，とは言わ 

ない．言えるはずがない．“よかった”という言葉が，胸の奥にたとえようのない苦みを残す．おまえのた 

めに津波がこの町を襲ったわけじゃないんだよ，バカ野郎――！ 自分で自分を叱りつけた．右の拳を固め 

て，右頬を殴ってみた．ごめんなさい――．誰でもない誰かに謝った．津波で亡くなった人たちは，ゆるし 

てくれるだろうか．かけがえのない家族を津波に奪われた人たちは，思い出の詰まった我が家を失った人た 

ちは，原発事故でふるさとを離れざるを得なくなった人たちは，どうなのだろう．被災者のことを思えば， 

不登校なんて――そういう発想も，やはり，自分勝手で傲慢なのだと思う．ごめんなさい――．何度も繰り 

返した．途中から自然と手を合わせていた．つぶった目から涙もあふれてきた．ごめんなさい――．ほんと 

うは，そうではない言葉をつかいたい．もっと大切な言葉が，絶対にあるはずなのに，それが見つからない 

のだ．……」結局，光司が被災地の風景や話を聞かせてもらった人たちから引き継いだリレーのバトンを誰 

に渡せば良いのか．田村は「一生をかけてバトンを渡す相手を探せばいい．その相手に巡り合うための長い 

旅が，人生なんだよ」と諭してくれる．最後に，田村は光司と行動を共にした取材旅行の感想や被災地のそ 

の後の状況を伝えるために，石巻から光司に手紙を書く．光司と別れて2ヶ月後，すでに正月を迎えていた． 

その中での一部を以下に引用させて頂きたい．「石巻地区の成人式の会場にはテレビ局のカメラマンや新聞 

記者が何人か来ていた．予言しておく．明日の全国紙の朝刊や，今夜の全国ネットのテレビニュースは，“被 

災地の成人式”の様子を大々的に報じる．震災で亡くなった同級生の遺影とともに式に出席した新成人の話 

や，復興に向けてがんばることを誓う若者の話が，いくつも紹介される．しかし，その中に石巻地区の成人 

式の話は出てこないはずだ．(途中略) なぜか．あえて言う．少なくとも，この会場での成人式は，とても 

ではないが，厳粛な式典からはほど遠かった．いや，厳粛以前に，最低限の慎みすらなかった，と言わざる 

を得ない．私語が絶えない．ヤジが飛ぶ．式典の途中で立ち歩く連中が何人もいて，震災で亡くなった人た 

ちへ黙祷を捧げるときでさえ，笑い声が上がっていた．これではとてもニュースで報じるわけにはいかない． 

(途中略) けれど――．悪目立ちをして大声をあげていた連中は，じつは厳粛にしていると悲しみに押しつ 



ぶされそうなので，わざとバカ騒ぎをしていた，という可能性だってある．それは買いかぶりなのかもしれ 

ない．たぶん，買いかぶりなのだろう．ただ，その想像の余地だけは残しておきたい．悲しみのあらわし方 

は涙を流すことだけではないんだ，というのも忘れずにいたい．(以下略)」同じ時期に同じ被災地を歩いて 

いたはずであるが，重松氏の被災地をやさしく見守ろうとする態度には，本当に頭が下がる思いがしている． 

 

2015年6月27日   文責：瀨尾和大 

 


